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　解答上の注意は，裏表紙に記載してあります。この問題冊子を裏返して必ず読み
なさい。
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5
6 試験終了後，問題冊子は持ち帰りなさい。題冊子
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数学Ⅰ・数学Ａ

問　題 選　択　方　法

第 1問 必　　　答

第 2問 必　　　答

第 3問

　　いずれか 2問を選択し，

　解答しなさい。
第 4問

第 5問

2 問を

答しな

Sa
mp
leeeeple
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第 3問　（選択問題）　（配点　20）

　太郎さんと花子さんのクラスには35人の生徒がい

て，教室の座席は右の図 1のように並んでいる。今

度，クラスでは，1から 35 までの番号が書かれた 35

枚のカードを35人の生徒が1枚ずつ引くことによっ

て席替えを行うことになった。

　このとき，太郎さんと花子さんの座席が黒板に向

かって横に隣り合う確率について考えたい。ただし，

カードは太郎さん→花子さん→他の生徒達の順に引くとし，太郎さんと花子さん

が引くカードのみについて考えることにする。

⑴　太郎さんは，次のように考えた。

 

横に隣り合った座席になる 2枚のカードの組合せは アイ  通り考えら

れる。このそれぞれについて，太郎さんと花子さんの座り方は ウ  通

りずつ考えられるから，求める確率は

　　　
アイ  × ウ

エ
 

である。

エ  の解答群

0 　35 ! 1 　352 2 　35P2 3 　35C2

 （数学Ⅰ・数学Ａ第 3問は次ページに続く。）
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第 3問～第 5問は，いずれか 2問を選択し，解答しなさい。

に引くとし，太郎さんと

する。

ように

り合っ 通り考

れる。このそれぞれについて，太郎さんと花子さんの座り方は

Sa
mp
lepleになる 2枚のカードの組合せは 枚のカードの組合せ ア

れぞれについて，太郎さんと花子さんついて，太郎さんと花子

つ考えられるから，求める確率は考えられるから，求める確

SaアイアイSaSa×× ウ ウaエSaSa
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⑵　花子さんは，次のように考えた。

 

太郎さんがどの座席のカードを引くかによって，場合分けして考える。

太郎さんが引くカードのうち， オカ  枚については，花子さんがその

横隣になるカードは 1枚ずつ， キク  枚については，花子さんがその

横隣になるカードは 2枚ずつあるから，求める確率は

　　
オカ  × 1＋ キク  × 2

エ
 

である。

⑶ 　2 人の通う学校には，図 1のほかに，右の図 2の

ように座席が並ぶ教室もある。

　 　⑵の花子さんの考えをもとにすると，図 2の教室

で同様の方法で席替えを行うとき，2人の座席が横

に隣り合う確率は

　　　　
ケコ  × 1＋ サシ  × 2

エ

　によって求められる。

　 （数学Ⅰ・数学Ａ第 3問は次ページに続く。）
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⑷ 　さて，2人が次の学年に上がるとき，クラス替えは行われず，教室だけが

変わることになった。そこで，次の学年に上がるときに図 1，図 2の教室に

なる確率がそれぞれ p，1－ pであるとする。ただし，0＜ p＜ 1 である。

　 　2 人が次の学年に上がって最初の座席も席替えと同様の方法で決めると仮

定し，2人の座席が横に隣り合ったとき，2人のクラスの教室が図 1の教室

である条件付き確率 Pを求めると

　　　P＝ 
スセ

p＋ ソタ
 p

であり， チ  。

チ  の解答群

0  　 スセ  ＜ p＋ ソタ  であるから，P＜ pである

1  　 スセ  ＜ p＋ ソタ  であるから，P＞ pである

2  　 スセ  ＞ p＋ ソタ  であるから，P＜ pである

3  　 スセ  ＞ p＋ ソタ  であるから，P＞ pである

4  　pの値により，Pと pの大小関係は変わる

ある

ソタ

＜ p

スセ

3

わる

Sa
mp
leるから，P＜＜ ppであるである

m
であるから，から PP＞＞ ppであるで

 ソタタ

m
であるから，であるから，PP＜＜ pであ

S
＞ p＋＋ ソタ ソタ

am
であるから，であるから PP＞

le
ppの値により，の値により，PPとと pの大小関係の
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サコ

　 5

クケ

エオ

キ

カ

　 4

　 1　解答は，解答用紙の問題番号に対応した解答欄にマークしなさい。

　 3

　 2

例

　 6 　根号を含む分数形で解答する場合，例えば 
シ  ＋ ス r セ

ソ
 に

　　 3＋ 2 2
2  と答えるところを， 6＋ 4 2

4  や 6＋ 2 8
4  のように答えてはいけ

ません。

　 7 　問題の文中の二重四角で表記された タ  などには，選択肢から一つを選ん

で，答えなさい。

　 8 　同一の問題文中に チツ  ， テ  などが 2度以上現れる場合，原則として，

2度目以降は， チツ  ， テ  のように細字で表記します。
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